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3・ 4区葺石検出状況 (南 から)

4区葺石 (南東から)
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5区全景 (南 から)

鮎

6区全景 (南 から)
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7区全景 (南 から)
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8区全景 (西 から)
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7区出土形象埴輪

6区出土円筒埴輪
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「水の祭祀場を表した埴輪」(東面)

アド 騨
「水の祭祀場を表した埴輪」(術敵)
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